日本史プリント12　　平安時代１
●平安時代のはじまり
01：奈良時代には、（　　）が大切にされ過ぎたため、しだいに（　　）のような政治に口出しをする

　　僧侶が現れてきて、律令政治が乱れてきました。

02：そこで、（　　）天皇は政治の気分を改めようと、794年に（　　）京に都を移しました。

03：（　　）天皇は、（　　）を（　　）に任命し、東北地方（蝦夷）を平定させました。

●平安時代の分類

04：平安時代の政権は大きく分けて３つに分かれます。
　　○まず最初に来たのが（　　）氏、
　　○次に来たのが（　　）という政治形態、
　　○そして最後が（　　）氏政権です。

●平安時代（最初）

05：平安時代にまず最初に活躍したのは（　　）氏でした。（　　）氏の祖先は、大化の改新で活躍し

　　た（　　）です。

06：彼の子供が、奈良時代に大宝律令を書いた（　　）で、その娘の（　　）は聖武天皇の皇后になり

　　ました。このようにして、藤原氏の勢力はだんだんと強くなっていきました。

07：藤原氏は、天皇がまだ幼い時には（　　）として政治を行い、天皇が大きくなったあとは（　　）

　　として政治を行いました。これを（　　）政治といいます。

08：それを行うため、藤原氏は（　　）を天皇のお后にし、産まれてきた孫を天皇として即位させ、言

　　うことを聞かせていたのです。

09：そうして藤原氏が最も栄えたのは11世紀で、（　　）・（　　）親子のときです。
10：藤原氏は、全国に（　　）を持ち、多くの収入を得ました。
11：ちなみに、平安時代の後半のころになると、唐の勢いがだんだんとおとろえてきました。そこで、

　　894年に（　　）の提案で、（　　）が廃止されました。
●平安時代の土地の様子

12：奈良時代に出された（　　）法によって、各地の豪族は積極的に土地の開墾を始めました。

13：このころ、各地の豪族は開墾した土地を他人にうばわれないようにするため、有力な貴族や寺社に

　　（　　）を払って、彼らの領地ということにしてもらいました。そうすることで、「ここは藤原氏

　　の土地だぞ！」などとさけぶことができたのです。このような土地のことを（　　）といいます。

14：こうして、（　　）氏などの有力な貴族には全国から多くの収入が集まりました。

15：はじめは荘園も、国に税金を納めていたのですが、しだいに納めなくなりました。この権利のこと

　　を（　　）といいます。

16：さらに、荘園に国の役人が入ってくることすら拒否する、（　　）という権利まで生まれました。

　　こうして、国の収入は著しく減っていきました。

17：ちなみに、平安時代の国司は、決められた税金を取りたてれば、あとは自分のものにしてよかった

　　ので、とてもお得な仕事でした。しかし、そのせいで（　　）のような非常に勝手な国司も現れま

　　した。
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